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＜連絡事項＞
・ジプレキサが現時点で病院内に4Vしかなく再入荷は火曜日以降となるとの事なので、指示受けの際はその旨注意して下さい。

・入院時の書類について、入院対応した人が責任をもって、スキャン等、即日処理対応をしてください。また、未作成（診療計画書等）であるものは、申し送りをして、漏れのないように対応してください。

＜入室状況＞
【入院】
・坂本　愛子様～東C5（医療保護）

【転入】
・駒木　洋士様～東B3

【転出】
・小泉　絵利子様～東C6　→　西B23 
＜患者様連絡事項＞
・月舘 秋彦様～兄様へ城北病院Fa受診の為の入院証明書を渡している。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放後他室侵入等の迷惑行為あり早めに開放観察終了する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情の硬さあるも不満等聞かれず易怒性、壁叩きなく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・長根　瞳様～身体拘束中。拘束帯緩みあり自傷行為していると報告あり。再拘束しようとすると介入したスタッフへ噛みつく、蹴る等粗暴性あり不穏興奮著明。上記状態を田名部Dr.へ報告。15:00肩拘束開始、コントミン10ｍｇ　1A施行。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。拘束帯からのすり抜けや不穏さ無く経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜小栁Dr.診察情報＞
・川村　貞子様～炭酸リチウム、ロナセンテープ追加。

・藤川　宣昭様～デエビゴ増量。

・斗沢　定儀様～デエビゴ追加。

＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和7年10月17日　14:20
　氏　　名：佐々木 昭三様（ささき　しょうぞう）様
　生年月日：昭和26年9月7日（74）
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　統合失調症にて日赤病院にて治療中。平成29年11月30日～平成30年1月4日まで同院にて入院歴（任意）あり。
　昨年、入浴出来ていない、精神的に不安定で近所への迷惑行為があるという事で高齢者支援センターが介入し介護保険申請について説明をしたが、本人拒否していた。R7年夏に改めてサービス導入の提案をした所、本人からの合意が得られ介護保険申請をし要介護1の認定となっている。自宅は片づけが出来ずゴミにあふれ、衣服の汚れや臭いがあり、バケツに尿をし畳が汚れている。週1回のヘルパーのみ利用している。　同年7月末の受診時に服薬方法が1日4回から2回へ変更となった後から、今までの習慣が崩れてしまい上手く服用出来なくなった。8月28日以降からは隣人から物を盗られるとか、天皇陛下から何千万盗られるなど妄想言動が出現。現在も煙草のお金が不足すると姉にお金を無心したり、近所の人や見ず知らずの人にお金をかりるなどの迷惑行為は続いている。10月7日にケアマネが本人宅を訪問し、当院への入院説明を行った所、テーブルにおいてあるナイフを持ち、「その話はもういいから！」と言って刃物を向けることがあった。症状改善及び環境調整目的の為当院への入院を希望し、本日医療保護入院となる。
